
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

業 務 概 要
（変更した内容について
  記述する）

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額 49,115,000
円（税込）

変 更 金 額 -2,299,000
円（税込）

変 更 後 の 契 約 金 額 46,816,000
円（税込）

変 更 理 由

（第１回）契約変更の内容

令和7年12月17日

株式会社大林組

東京都千代田区神田錦町三丁目２２番地

Ｒ７横浜湘南道路藤沢地区函渠他工事にかかる技術協力業務

神奈川県藤沢市城南２丁目地先

土木関係建設コンサルタント

直接調査費　　１式
　機械ボーリング　１式
　サウンディング及び原位置試験　１式
　土壌分析　１式
　全含有試験　１式
追加調査　１式
　施工試験　１式

令和7年6月24日

令和7年12月26日

１．直接調査費
（１）現地調査の結果、Suc-2層が想定よりも深かったため、機械
ボーリングを数量精査（増）する。
（２）現地確認の結果、ひ素の土壌分析が必要となったため、サウ
ンディング及び原位置試験を増工する。

２．追加調査
他工事と調整の結果、当初の想定より施工ヤードを確保できたた
め、効果確認のボーリング調査を水平から鉛直に変更したため、施
工試験を減工する。

３．運搬費
地質調査の結果、追加で効果確認工を実施することとなったため、
追加の資機材運搬が必要となったため、運搬費（２）を増工する。

４．安全費
上記項目の減工に伴い、安全費を減工する。


